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農薬用マスク・保護具研究会



農薬用マスク・保護具研究会

〔会員〕
・農薬工業会・株式会社重松製作所
・全農耕種資材部・スリーエム ジャパン株式会社
・全国農薬協同組合 ・クラレクラフレックス株式会社
・(公社)緑の安全推進協会

〔協力〕
・アゼアス株式会社 ・アトム株式会社

〔顧問〕
・郡 義夫（中災防エキスパート・衛生管理士）
・淺沼 雄二（淺沼労働衛生コンサルタント事務所長）
・内田 又左衛門（元（公社）緑の安全推進協会専務理事）
・今川 輝男（中災防近畿安全衛生サービスセンター）

〔事務局〕
・一般社団法人日本くん蒸技術協会

【農薬の安全使用・防護装備の適正使用 ⇒ 農薬使用者の健康安全確保】
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はじめに
・農薬散布による中毒事故をなくしましょう
・農薬中毒を防ぐことが重要です
・ラベル表示の保護具は必ずつけましょう

１．マスク

（１）マスクはこんなに有効です。
（２）マスクの種類

①農薬用マスク（粉剤・液剤用）
②防護マスク（粉剤・液剤用）
③防護マスク（土壌くん蒸用）

（３）農薬ごとに適正なマスクを検索できます
（４）識別表示マークのある市販のマスク一覧

２．不浸透性手袋（化学防護手袋）

３．不浸透性防除衣（化学防護服等）

４．保護メガネ（ゴーグル）

もくじ
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保管管理不良等による
誤飲・誤食

マスク・メガネ及び服装等
装備不十分

その他・原因不明

農薬使用後の作業管理不良

強風中や風下での散布等
本人の不注意

中毒事故の原因別発生推移
（農林水産省令和4年6月27日発表資料を改変）

農薬散布による中毒事故をなくしましょう
はじめに

（件）

25件

11件

22件21件

・農薬中毒事故の多くは油断によるものです。
・注意することで中毒事故を防ぐことができます。
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①経皮（皮膚や眼から吸収）

②経気道（鼻や口から吸入）

はじめに

経 路 保護具の種類

経皮（皮膚や眼）
不浸透性防除衣（化学防護服等）
不浸透性手袋（化学防護手袋）
保護メガネ（ゴーグル）

経気道 農薬用マスク、防護マスク

・これらの保護具を使用することで、農薬の侵入を軽減できます。

農薬中毒を防ぐことが重要です

作業に伴う農薬の人体への主な経路
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ラベル表示の保護具は必ずつけましょう
はじめに

・農薬ラベルに記載される防護装備は、主として図に示した4種類です。

・防護装備は、農薬によって異なりますので、ラベルをよく確認してその農薬に必要な防護装備を装着しましょう。

◎標準的な作業衣は、布地製の長ズボン＋長袖上着です。

保護メガネ
（ゴーグル）

農薬用マスク
防護マスク

不浸透性手袋
（化学防護手袋）

不浸透性防除衣
（化学防護服等）

農薬散布時の防護装備
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１．マスク

（１）マスクはこんなに有効です

・ガーゼ20枚、タオル3枚では約50%、スポンジマスクは30％程度しか捕集効率がありません。
・農薬用マスクや防護マスクは、非常に高い捕集効率が得られています。
→国家検定合格の農薬用マスクや防護マスクを正しく使えば、ほとんどの農薬の吸入を防ぐことがでます。

図 マスク等による粉剤の捕集効率

※農薬が呼吸で体内に吸収されると、

毒性が強く作用します。
同じ量でも
・皮膚からの吸収を1
・呼吸での吸収は30倍

の効率といわれます。
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毛髪:80μ

黄砂:4μ

花粉:30-40μ

細菌:1-10μ

PM2.5μ

国家検定の捕集試験に使用される微粒子の大きさ

マスク国家検定 捕集試験

NaCl粒子:0.06μ
1μ（マイクロメートル㎛）＝0.001mm

赤い点：ウイルス 0.1μ
（ウイルスを含む飛沫 約２μ）

１.マスク

※国家検定合格品
労働安全衛生法（労働者の安全と衛生についての基準を
定めた法律）に基づく 「国家検定規格」に合格したマスクで、
そのマスクには「型式検定合格標章」が貼付されています。
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マスクの選定、使用するとき

マスクと顔面との
すきまから農薬
が侵入する。

フィルター
の性能

・マスクのろ過材（フィルター）の粒子径に対する粉じんの捕集効率
・マスクのサイズ（顔と密着するサイズ）

１.マスク
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・着用を求められる農薬用マスクは大きく3つのタイプがあります。

・使用する農薬のラベル（安全使用上の注意事項）には、使用するマスクが行為の強制マークとともに
記載されています。

行為の強制マーク 注意事項（例）

散布時は農薬用マスクを着用する。

散布時は防護マスクを着用する。

投薬時は、吸収缶（活性炭入り）付き防護マスクを着用する。

（2）マスクの種類
１.マスク

10



１.マスク
農薬ラベルの安全使用上の注意事項
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マスクの識別表示マークと対象農薬

農薬用マスク（粉剤・液剤用）
粉剤、DL粉剤、微粒剤、粒剤、乳剤、水和剤、ゾル剤、フロアブル剤、
水溶剤、液剤の農薬に使用する。
（厚生労働省・国家検定合格品：使い捨て式防じんマスク）

防護マスク（粉剤・液剤用）
農薬のラベルに「医薬用外毒物」、「医薬用外劇物」の表示がある粉剤、DL粉剤、微粒剤、粒剤、乳
剤、水和剤、ゾル剤、フロアブル剤、水溶剤、液剤の農薬に使用する。
（厚生労働省・国家検定合格品：取替え式防じんマスク）

防護マスク（土壌くん蒸用）
土壌くん蒸剤のクロルピクリン剤、D-D剤、ヨウ化メチル剤などガス化する農薬に使用する。
（厚生労働省・国家検定合格品：有機ガス用防毒マスク）

１.マスク

・農薬用マスク・保護具研究会では農薬の使用に適したマスクを購入する際の目印として、識別表示マークを作成しました。

・農薬ラベルの記載に従って、これらのマークを参考にマスクを購入しましょう。
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■取扱時の注意

・きちんと装着しないと、農薬を吸入してしまい、マスクの性能が発揮されません。

・マスクは洗ってはいけません。

・使い終わったら、表面のほこりなどを取り除き、冷暗所において乾燥した状態で保管します。

・使用限度時間に達したときや、破損又は著しく変形したら、廃棄します。

１.マスク

農薬用マスク（粉剤・液剤用）の構造

・厚生労働省の国家検定に合格した使い捨て
式防塵マスク

・防じん効果（捕集効率）は、80.0%以上

①農薬用マスク（粉剤・液剤用）

13



クラレクラフレックス製
キーメイト🄬マスク

KS2X-C1

スリーエム ジャパン製
8205-DS2
8805-DS2

１.マスク

①農薬用マスク（粉剤・液剤用）

重松製作所製
DD02-S2-2K
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農薬用マスク（粉剤・液剤用）の着用方法（一例）

①マスクの鼻あてを前にし、ひもが下に垂れ下がる
ように持ちます。

②マスクであごを包むようにかぶせます。片手でマス
クをしっかり押さえながら、首まわりと後頭部にし
めひもを付けてください。

③両手で鼻あてを鼻の形に合わせます。 ④両手でマスク全体を覆い、軽く吐き、マスクと顔
の間から漏れこみのないことを確認します（陽圧
法による密着性試験）。もし、漏れ込みを感じ
たら、マスクの装着状態を直し、再び④を行って
ください。

１.マスク
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■取扱時の注意

・きちんと装着しないと、農薬を吸入してしまい、マスクの性能が発揮されません。

・マスクの吸気口を手で遮断して、陰圧法による密着性の試験を行いましょう。

（呼吸に抵抗感があれば、正しく装着されています)

・１シーズンごとにろ過材を交換しましょう。

１.マスク

②防護マスク（粉剤・液剤用）

防護マスク（粉剤・液剤用）の構造

・厚生労働省の国家検定に合格した取替え式防じんマスク

・防じん効果（捕集効率）は、80.0%以上

・ろ過材（フィルター）と面体からなる。

・粉剤・液剤のうち、急性毒性の高い農薬の時に使用する。
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スリーエム ジャパン製
6000

②防護マスク（粉剤・液剤用）

重松製作所製
TW01CST2

１.マスク
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①頭部板を後頭部に安定するようにのせてください。 ②左右のしめひもの両端を手に持って、斜め後方
に引いてマスクを顔面に装着します。しめひもの
しめ具を、首の後方で掛けてください。

③マスクが顔に密着するように、しめひもの両
端を引っ張りながら調整してください。

④手のひらで吸気口をふさぎ軽く呼吸し、漏れ込
みのないことを確かめます（陰圧法による密着
性の試験）。もし、漏れ込みを感じたら、マスク
の装着状態を直し、再び④を行ってください。

防護マスク（粉剤・液剤用）の着用方法（一例）
１.マスク
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■取扱時の注意

・マスクの吸気口を手で遮断して、陰圧法による密着性の試験を行いましょう。

（呼吸に抵抗感があれば、正しく装着されています）

・１シーズンごとに吸収缶を交換しましょう。

１.マスク

防護マスク（土壌くん蒸用）の構造

・厚生労働省の国家検定に合格した有機ガス用防毒マスク

・防じん効果（捕集効率）は80％以上

・吸収缶と面体からなる。

・農薬成分としてクロルピクリン、D-D、メチルイソチオシアネートを

含有するくん蒸剤を散布するときに使用する。

・ミストが発生する場合は、吸収缶とろ過材（フィルター）を組み

合わせて使用する。

③防護マスク（土壌くん蒸用）
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１.マスク

重松製作所製
TW02S

スリーエムジャパン
6000K

③防護マスク（土壌くん蒸用）
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①頭部板を後頭部に安定するようにのせてください。 ②左右のしめひもの両端を手に持って、斜め後方
に引いてマスクを顔面に装着します。しめひもの
しめ具を、首の後方で掛けてください。

③マスクが顔に密着するように、しめひもの両
端を引っ張りながら調整してください。

④手のひらで吸気口をふさぎ軽く呼吸し、漏れ込
みのないことを確かめます（陰圧法による密着
性の試験）。もし、漏れ込みを感じたら、マスク
の装着状態を直し、再び④を行ってください。
フィットチェッカーを使用する方法もあります。

防護マスク（土壌くん蒸用）の着用方法（一例）
１.マスク
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ガーゼマスク

不織布マスク（立体）

不織布マスク（プリーツ）

簡易マスク

これらのマスクで農薬を吸い込まない効果がどのくらいあるのでしょうか。

市販のマスクの種類
１.マスク
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・大気中粉じんを利用してマスクフィッティングテスター（MT-03）
でマスクの効果を調べてみましょう。

マスクフィッティングテスター
１.マスク
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マスク内側吸引口

スタートスイッチ

マスク外側吸引口

マスクフィッティングテスターMT-03

キーボード

液晶表示部

「FAIL」 表示ランプ

「PASS」表示ランプ

１.マスク
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ヒーター
排気

流量計

ニードルバルブ

ポンプ

パーティクル
カウンター

電磁弁

キーボード

CPUボード

制御回路

RS-232C出力

LCD表示

MT-03：構造図

マスク外側吸引口 マスク内側吸引口

１.マスク
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ガーゼマスク使用：91.4% 不織布マスク：69.2%

マスクの漏れ率試験結果（一例 その１）

ガーゼマスクでは、浮遊している大気中粉じんのうち91.4％は
体内に取り込んでいることを示している。
すなわち、農薬散布で浮遊する農薬はほとんど除去されていな

いことを示唆している。

１.マスク
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農薬用マスク：2.97% 防護マスク： 3.47%

マスクの漏れ率試験結果（一例 その２）

農薬用マスクでは大気中粉じんに対して97%はマスクで除去
され3%弱と少ない量が体内に取り込まれている。
すなわち、農薬用マスク、防護マスクを正しく装着すれば、ほと

んどの農薬を肺に取り込まないことを示唆している。

１.マスク
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令和４年3月31日時点で登録されて
いる農薬のすべてを対象としています。

・農薬は、それぞれ登録時に、適正な保護具が設定され、「安全使用上の注意事項」として、容
器包装に記載されています。

・このため「農薬用マスク・保護具研究会」では、すべての農薬ごとに適正なマスクを表示できる検
索ファイルを無料で公開しています。ダウンロードして利用できます。

http://www.nikkunkyo.or.jp/mask/search.html

・画面の検索ワードの部分に農薬商品
名を記入すると、この農薬を使用する
際の適正なマスクが表示されます。

１.マスク
農薬ごとに適正なマスクを検索できます
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１.マスク
識別表示マークのある市販のマスク一覧
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材質 特性

ニトリル（ゴム)
・一般的に、塩素化芳香族溶剤を使用した農薬に耐性
・薄い手袋は使い捨てで、厚いものは再利用が可能
・比較的安価で、農薬用として一般的に使用されている。

ネオプレン（ゴム）

・腐食性の農薬に耐性
・油、グリース、アルコール、樹脂、アルカリ、有機酸等に耐性
・塩素化芳香族溶剤、フェノール、ケトンに対する低耐性
・燻蒸剤には推奨されない。

ブチルゴム ・ガスや水蒸気に耐性で、特定の燻蒸剤に推奨される。

※ 国連食糧農業機関/世界保健機関

“Guidelines for personal protection when 
handling and applying pesticides” Table6

２．不浸透性手袋（化学防護手袋）

手は、体の中で最も暴露される可能性が高い部分の一部です。
このため、手袋は農薬に対する暴露を大幅に減らすことが出来ます。

〇不浸透性手袋について
・農薬が浸透しない素材で作製された手袋

〇不浸透性手袋の選び方
・JIS T8116（化学防護手袋）に適合した手袋又はそれと同等で作業性のよい手袋を選びましょう。

（JISの同等品：EN ISO374-1等）

・手袋はそれぞれ特性があるので、製品ごとの取扱説明書に従って選びましょう。 30



〇装着方法

（1）まず、傷、孔あき、亀裂などがないことを確認する。

（2）長い手袋は、長袖の外に出して袖を農薬から保護する。

使い捨て用の薄い手袋は、袖の中に入れて着用できる。

（3）脱ぐときは、農薬が身体に付着しないよう、農薬の付着面が内

側になるように外して、廃棄する。

〇保管方法

・汚れや農薬をよく落として陰干する。

・乾燥させ、直射日光を避けた風通しのよい所で保管する。

・オゾンを発生する機器（モーター類、殺菌灯など）の近くに

は保管しない。

・また、農薬とは別の場所に保管する。

〇使用可能時間を超えた手袋は、再使用しない。

31

不浸透性手袋
着用

散布時は、不浸透性手袋を着用
する。

行為の強制マークと注意事項の例

※ FAOガイドラインより



JIS T8115（化学防護服）

化学防護服の分類
JIS T8115

タイプ３ 液体防護用密閉服

タイプ４ スプレー防護用密閉服

タイプ５ 浮遊個体粉じん防護用密閉服

タイプ６ ミスト防護用密閉服

（性能の高低）

高

低

３．不浸透性防除衣（化学防護服等）

〇 不浸透性防除衣について

・農薬が浸透又は透過しない布地で作られた上着と長ズボンのセパレート

タイプ又はつなぎタイプがある。使い捨てと再使用可能なものがあります。

〇不浸透性防除衣の選び方

・JIS T8115（化学防護服）適合 又は、JIS T8126（液状農薬散

布者が使用する防護服）に適合、又は同等品を選びましょう

（JISと同等品：EN13034(タイプ6)、ISO13982(タイプ5)等)

・JIS T8115適合した不浸透性防除衣：

液状の農薬を散布する場合は、タイプ6以上の性能を有するもの、

粉剤などの農薬を散布する場合は、タイプ5適合の表示又はその性能を

有するものを選びましょう。
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不浸透性防除衣
着用

散布時は、不浸透性防除衣を着
用する。

行為の強制マークと注意事項の例



〇不浸透性防除衣の着用方法
・汗を吸収し動きやすい下着を着ける。
・長ズボンを履き、上着を着る。つなぎタイプも、両足の次に両腕を
通す。
・必要な保護具（マスク、手袋、保護メガネなど）を装着する。
・フードを被り、ファスナーを最上部まで上げる。

〇不浸透性防除衣の脱ぎ方
・上着の前を開き、ファスナーは最下部まで下ろす。
・フードや手袋を外す。
・防除衣は両肩から脱ぎ、後手で両方の袖を脱ぐ。長ズボンも農薬
が手に付着しないようにゆっくり脱ぐ。
・マスクや保護メガネを外す。
・脱いだ防除衣は、表を内側に丸め込むようにする。使い捨ては廃
棄する。

〇不浸透性防除衣の保管と洗濯・洗浄について
・農薬が付着しないように、専用のロッカーなどに保管する。
・作業後は、（できれば着衣のまま）、農薬の付着部分を軽く水
洗いしてから洗濯する。一般の洗濯物と分けて洗濯する。
・洗濯は、取扱説明書や防除衣に縫い付けられている洗濯表示に
従がう。

洗濯表示
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〇保護メガネについて

液状農薬の飛沫や粉剤などの浮遊物から眼を保護するために設計されており、農薬作業には一眼の

ゴーグルタイプが適している。

〇保護メガネの選び方

・JIST8147（保護めがね）適合又は同等品を選びましょう。

（JISの同等品：EN166、ANSI Z87.1等）

・ガス化した薬剤や刺激性の薬剤を使用する場合は、通気口のないタイプを選びましょう。

〇保護メガネの着用方法

・使用前にレンズやストラップに異常がないことを確認し、ストラップ（ゴムバンド）を調節する。

・外すときは、外側に付着した農薬が手や衣服に触れないように注意して、ゆっくり外す。

・使用後は、水洗いし、乾燥して保管する。

農薬とは別の場所に保管する。

４．保護メガネ
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保護メガネ着用 散布液調整時は、保護メガネを着
用し、薬液が眼に入らないように注
意。

行為の強制マークと注意事項の例



防護装備の着脱手順
農薬により、必要な防護装備は変わります。4種類の場合の手順は、次のとおりです。

不浸透性防除衣
・長ズボンを履き、上着を着ます。つなぎタイプも、両足を通してから両腕を通します。

農薬用マスク・防護マスクマスクを装着します。

不浸透性手袋
・手袋を装着する際は、その都度、傷、孔あき、亀裂などがないことを確認し、手袋の内側に空気を吹き込むなどによ

り異常がないことを確認します。
・手袋は、作業中に農薬が入らないように袖口の内側に入れます。

保護メガネ
・ゴーグルは、事前にストラップ（ゴムバンド）を調節してから着用します。

不浸透性防除衣
・フードを被ります。 ・ファスナーを最上部まで上げます。

着け方

脱ぎ方

不浸透性防除衣
・上着を開きます。ファスナーは最下部まで下ろします。フードや手袋を外します。
・防除衣を両肩から脱ぎ、後手で両方の袖を脱ぎます。長ズボンも農薬が手に付着しないようにゆっくり脱ぎます。

農薬用マスク・防護マスクマスクを外します。

不浸透性手袋
・付着している農薬が身体に付着しないよう、できるだけ農薬の付着面が内側になるように外します。

保護メガネ
・外側の面に付着した農薬が手や衣服に触れないように注意して、ゆっくり外します。

不浸透性防除衣
・脱いだ防除衣は、付着した農薬が手や身体に付着しないように注意して、表側を内側に丸め込むようにします。
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本手引きの内容を動画で公開しています。
日本くん蒸技術協会＞農薬用マスク保護具＞自分を守る15分動画

自分を守る15分動画
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ご清聴ありがとうございました。

関係資料は、ホームページでご覧いただけます。
日本くん蒸技術協会HP>農薬用マスク保護具>農薬散布に使用するマスクの手引き 37


